











博 士 論 文 
 
J.G.フィヒテの教育哲学研究 














論」（平成 8 年 3 月 東北大学教育学部）を皮切りに、研究活動に本格的
に取り組んだ初期からフィヒテの教育哲学研究と向きあってきた。 
修士論文「前期フィヒテの知識学と人間形成論 - 『全知識学の基礎』





（『教育思想』第 25 号所収、東北教育哲学教育史学会、平成 10 年 3 月、
単著）、「教育学的基礎概念としてのフィヒテの有限的自我」（『教育思想』
第 26 号所収、東北教育哲学教育史学会、平成 11 年 3 月、単著）、「フィ
ヒテにおける『自由』の人間形成論的意義」（『教育思想』第 27 号所収、
東北教育哲学教育史学会、平成 12 年 5 月、単著）、「フィヒテにおける
『構想力』の人間形成論的考察」（『教育思想』第 28 号所収、東北教育哲
























所収、旭川女子短期大学部、平成 15 年 1 月、共著）、「ロバート・オーエ
ンの環境決定論にみる幼児保育の必然性への一考察」（『青森中央短期大
学研究紀要』第 22・23 号所収、平成 22 年 3 月、共著）、「「タブラ・ラサ」
説と教育万能論 —「生まれか育ちか」論争をてがかりに」（『秋田県立大
学総合科学研究彙報』第 12 号所収、平成 23 年 3 月、共著）、『多元的文
化の論理－新たな文化学の創生へ向けて－』（東北大学出版会、平成 17
年 5 月、共著）、『教育的思考の歩み』（ナカニシヤ出版、平成 27 年 11 月、





仙台ゲーテ自然学研究会、平成 15 年 3 月、単著）、「フィヒテの学者論に
おける教師論の教育学的意義」（『プロテウス』第 7 号所収、仙台ゲーテ
自然学研究会、平成 16 年 3 月、単著）、「フィヒテ『学者の使命に関する
五回の講義』における教師論の展開」（『青森中央学院大学地域マネジメ
ント研究所研究年報』第 14 号、青森中央学院大学地域マネジメント研究
所、平成 30 年 3 月、単著）、「『学者の使命に関する数回の講義』（1794）
にみる教師論」（『青森中央短期大学研究紀要』第 32 号所収、青森中央短
 4 
期大学、平成 31 年 3 月、単著）、「『学者の本質と自由の領域におけるそ
の諸現象について』（1806）にみる教師論」（『青森中央短期大学研究紀要』




版会、平成 20 年 2 月、共著）、『子どもと共に育ちあうエピソード保育者
論』（みらい、平成 28 年 2 月、共著）、『大学におけるアクティブ・ラー




森中央短期大学、平成 30 年 3 月、単著）、「フィヒテの教育哲学研究にお
ける視座の構築に関する一考察」（『青森中央短期大学研究紀要』第 31 号
所収、青森中央短期大学、平成 30 年 3 月、単著）、「1804 年の知識学第二
回講義の真理論にみる『ドイツ国民の告ぐ』の教育論との接点」（『青森
中央学院大学地域マネジメント研究所研究年報』第 14 号所収、青森中央
学院大学地域マネジメント研究所、平成 30 年 3 月、単著）、「教育哲学研
究におけるフィヒテ教師論の現代的意義」（『青森中央短期大学研究紀要』
第 32 号所収、青森中央短期大学、平成 31 年 3 月、単著）等があり、発
表としては「J.G.フィヒテの学者論にみる道徳の問題〜教師の存在論に
着目して〜」（第 92 回日本道徳教育学会、2018 年 11 月 4 日）がある。 
このたび、25 年間のフィヒテ研究の成果を、博士論文「J.G.フィヒテ
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・本博士論文は序章、第 I 部、第 II 部、終章から構成される。なお、第













（Fichtes Werke,hrsg.von Immanuel Hermann Fichte,Berlin,1971）と
バイエルンアカデミー版（J.G.Fichte-Gesamtausgabe der Bayerischen 
Akademie der Wissenschaften,hrsg.von Reinhard Lauth,Hans Jacob 











































の独自性を確認し、 後の第 4 節においては、具体的な本博論の進め方・
手立てについて全体的な見通しをあらかじめ示すために、本博論の構成
と展開について詳細に説明を加える。 
 本博論において、第 I 部と第 II 部とは相互補完の関係にある。第 I 部
は第 II 部の理解の基礎となり、第 II 部は第 I 部の具体的な展開を示し
ている。そして、第 I 部と第 II 部の理解は本博論全体の理解を容易に




第 1 節 教育哲学研究とは何か 











































































































































が明治期日本における教育にどのような影響を与えたのか（第 II 部第 1












コメニウス（ Comenius,J.A. 1592-1670）の『大教授学』（ Didactica 
magna,1657）、ロック（Locke,J. 1632–1704）の『教育に関する考察』（Some 
Thoughts Concerning Education,1963）、ルソー（Rousseau,J.J. 1712–
1778）の『エミール』（Émile,ou De l’éducation,1762）、ペスタロッチ
（Pestalozzi,J.H. 1746–1827）の『隠者の夕暮れ』（Abendstunde eines 






























フィヒテの初期代表作『全知識学の基礎』（Grundlage der gesammten 
Wissenschaftslehre, 1794/95、以下『基礎』）は、超越論的な演繹の出















































































立されていたとはいえない状況にあった。また、1927 年の金融恐慌や 1929 年の世界恐慌












































る。とすれば、この第 2 人称的立場は、1.5 人称的立場と解釈することもできそうである。 















































































の『知識学の諸原理に従った道徳論の体系』（Das Systemder Sittenlehre 










の通俗的著作 populäre Schrift に表現される言葉じりをとらえ、それの
み独立した文脈のように一面的に解釈すると結論の基礎にある明証性に
蓋をした悪意のある解釈になってしまう。 
































いに期待していたといえる（第 II 部第 5 章第 3 節）。 
とはいえ結局のところ、教育に関する主著を遺すことなく、フィヒテ





第 4 節 本博士論文の進め方 - 構成と展開 -  
本博論の構成は第 I 部「知識学の人間形成論的考察」と第 II 部「超越
論的教師論の教育哲学的討究」とに二分される。第 I 部では第 1 章から


















は前期知識学（1800 年まで）、第 4 章は中期知識学（1810 年まで）、第 5
章は後期知識学（1814 年まで）とする。 









知識学』（Die Wissenschaftslehre nova method,1797/99、以下『新方
法 』）、『 知 識 学 へ の 第 一 序 論 』（ Erste Einleitung in die 
Wissenschaftslehre,1797、以下『第一序論』）『知識学への第二序論』
 26 
（Zweite Einleitung in die WissenschaftsIehre,1797、以下『第二序










（Grundlage des Naturrechts nach Principien der Wissenschaftslehre , 
1796/7. 以下『自然法』）、『知識学の原理に従った道徳論の体系』（Das 






う し た 変 化 の 萌 芽 が み ら れ る 『 知 識 学 の 叙 述 』（ Darstelung der 
Wissenschaftslehre,1801/2）に触れたうえで、フィヒテ研究者の間で評
価 の 高 い 『 1804 年 の 知 識 学 第 二 回 講 義 』（ Die Wissenschaftslehre 















識学、『学者の使命 1811』は後期知識学にそれぞれ対応している。第 II 部
においては、第 1 章において全体の見通しを示したうえで、第 2 章、第
3 章、第 4 章を 3 つの学者論のそれぞれに対応させ、 後の第 5 章にお
































































・小澤周三他（1993）『教育思想史』有斐閣 S シリーズ、67 頁 
・小澤幸夫（2010）「フィヒテの教育論(1)『ドイツ国民に告ぐ』」（神奈川
大学国際経営論集第 39 号所収） 
―（2011）「フィヒテの教育論(2)『学術アカデミーとの適切な連関をも
ったベルリンに創設予定の高等教育施設の演繹的計画』」（神奈川大学国
















・清水満（2016）「フィヒテの 1813 年の国家論 -『ディアリウム
I(Diariuml)』をテキストとして」（『理想 特集フィヒテ』第 697 号所
収、理想社、119-131 頁） 
・杉田孝夫（2016）「二つのフイヒテ全集の完結に寄せて」（『理想 特集







ィヒテの場合」（『教育哲学研究』第 46 号、教育哲学会） 
―（1983）「教育学の生成期におけるフィヒテの教育論の意味」（『大谷大

















・Kroner,R.(1961)Von Kant bis Hegel,2.auflage,Zwei Bände in einem 
Band.J.C.B.Mohr(Paul Siebeck)Tübingen,［1921/1924,1.Auflage］ （邦
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育』市村尚久訳、講談社学術文庫） 
・Hartmann,N.(1974)Die Philosophie des deutschen Idealismus,Teil 
I Fichte,Schelling und die Romantik,Walter de Gruyter（邦訳 ハル
トマン（2004）『ドイツ観念論の哲学—第一部 フィヒテ、シェリング、
ロマン主義—』作品社、56、63-70 頁） 
・ Herbart,J.F.(1802)Pestalozzis Idee eines ABC der Anschauung 
untersucht und wissenschaftlich ausgeführt（邦訳 ヘルバルト（1982）




―(1989)Sämtliche Werke Band3, Scientia Verlag Aalen,S.151 
・Habermas,J.(1988),Nachmetaphysisches Denken. Philosophische Aufsätze ,Su
hrkamp,Frankfurt am Main（邦訳 ハーバーマス（1990）『ポスト形而上
学の思想』藤澤賢一郎他訳、未来社） 
・Kumamoto,Y.(2010)Philosophische Padagogik bei Kant und Fichte 
Erziehung im Dienst der Freiheit, Senging Verlag,Saldenbulg 
・Mallet,C.H.(1987)Untertan Kind Nachforschunggen über Erziehung, Ma
x Hueber Sachbuch,München（邦訳 マレ（1995）『冷血の教育学 だれが
子供の魂を殺したか』小川真一訳、新曜社、194-195 頁） 
・Piaget,J.(1930)Le Judgement moral chez l’enfant（邦訳 ピアジェ
（1957）『児童道徳判断の発達』同文書院） 
―(1972) Où va l'éducation ?（邦訳 ピアジェ（1982）『教育の未来』
秋枝茂夫訳、法政大学出版局） 
・ Schwegler(1848)Geschichte der Philosophie im Umriss,Neue 



















第 I 部 知識学の人間形成論的考察 
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と上昇 Aufsteigen していく（第 I 部第 4 章）、そしてそれと同時に獲得
された真理がどのようにして感性界に現れてくるのか、下降 Absteigen
する過程を示すことによって上昇した過程の正しさを証明しようとした
（第 I 部第 5 章）。 
 
 36 
第 2 節 前期知識学 – 絶対的自我の演繹 -  
 フィヒテが哲学を主題にした講義活動を開始したのは、フランス革命
をテーマにした政治論22などを除けば、『エネシデムス論評』（Recension 
des Anesidemus,oder über die Fundamente der von dem Hrn.Prof.Reinhold 
in Jena gelieferten Elementar-philosophie,1792）や『根元哲学につ
い て の 私 独 自 の 考 察 』（ Eigne Meditationen über Elementar 
Philosophie,1793）から始まり、知識学の前座となる『知識学の概念あ
る い は い わ ゆ る 哲 学 の 概 念 に つ い て 』（ Ueber den Begriff der 
Wissenschaftslehre oder der sogenannten Philosophie,1794）へと連
なる。この直前にフィヒテはカント哲学と衝撃的な出合いを経験する。

















2 2 たとえば、『思想の自由回復の要求』（Zurückforderung der Denkfreiheit von den 
Fürsten Europens, die sie bisher unterdrückten,1793）、『フランス革命についての大衆
















































































































































der W.L.Im Winter 1804,1804 ）、『 1804 年 知 識 学 第 一 講 義 』（ Die 
Wissenschaftslehre Zweiter Vortrag in Jahre 1804 vom 16. April 












は３回知識学を講義した。1 回目は 1 月 17 日（火）— 3 月 29 日（木）全
 42 
30 回、2 回目は 4 月 16 日（月）— 6 月 8 日（月）全 28 回、3 回目は 11


































































のベルリン大学の講義である『意識の事実（1810）』（Die Thatsachen des 
Bewusstseins,1810/11）等において上昇過程を、1811/1812 の冬学期に講
義されたと推定されている『知識学（1812）』（Die Wissenschaftslehre 












































つ い て 』（ Vom Ich als Prinzip der Philosophie oder über das 




























































ぐる一考察 - 」（『フィヒテ研究』第 14 号所収、晃洋書房） 
・内田浩明（2018）「フィヒテの『知識学への第二序論』とカント」（『フ




て - 」（『フィヒテ研究』第 23 号所収、晃洋書房） 
・岡田勝明（1990）『フィヒテ討究』創文社 
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— 」（『フィヒテ知識学の全容』所収、晃洋書房、102-103 頁） 























の精神の継承」（『フィヒテ研究』第 26 号所収、晃洋書房） 
―（2009）『超越的自我論の系譜 – カント・フィヒテから心の哲学・ヘ
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―（2015）「フィヒテの『新しい方法による知識学』における目的概念の
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ィヒテ研究』第 18 号所収、晃洋書房） 
・田村一郎（1994）「フィヒテにおける「ヨハネ期」の意味 - 「神」理

















―（2006）「超越論哲学の理念と知識学の課題 – 共同討議司会報告 - 」





ンリッヒへ - 』晃洋書房 
―（2006）『ドイツ観念論の実践哲学』晃洋書房 
―（2002）「自我論におけるフィヒテとカント – イエーナ期フィヒテ哲






（『理想 特集フィヒテ』第 655 号所収、理想社） 
 
・Ballauff/Schaller(1970)PädagogikⅡ,ORBIS ACADEMICUS-BAND1/12,S.446 
・Fischer,K.(1862) Akademische reden,Stuttgart Cotta 
・Hartmann,N.(1974)Die Philosophie des deutschen Idealismus,Teil 
I Fichte, 
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Schelling und die Romantik,Walter de Gruyter（邦訳 ハルトマン（2004）
『ドイツ観念論の哲学—第一部 フィヒテ、シェリング、ロマン主義—』作
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上） 
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は、Reflexion und Bildung in Fichtes Wissenschaftslehre von 1794,PÄDAGOGISCHER 
VERLAG SCHWANN,1966 において、「知識学において表される自我の前提や規定が教育の前提で
もあるに違いない」と述べている。  



































































































































































































































































































自我の演繹論 - 三つの原則と努力の演繹 -  『基礎』においてフィヒ
テは、自我の生成・発展段階を原理的に詳述した。その議論の中心とな
るのは三つの原則である。第 1 原則は絶対的自我の確立と事行概念の導

























































 後に、第 3 原則は「自我は自我のなかにおいて可分的な自我に対し
て可分的な非我を反立する」（SW,I,110）と定式化される。フィヒテは
この原則の説明を次のようにおこなう。 






























































































































































































（Heidegger,M.(1929)Der deutsche Idealismus(Fichte,Schelling,Hegel)und die 

































































































































































































































































容の生成的導出が意図される。」（『個体性の解釈学 - ライプニッツから現代まで - 』、晃洋






































で あ る 」（ GA.IV,2,565）。 目 的 概 念 は 、 構 想 力 が そ れ を 見 渡 す こ と
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第 1 節 他者論という人間形成におけるアポリア 
 


































37 知識学を教育学的に解釈する試みは海外では、Schindler,I(1966)Reflexion und Bildung 
in Fichtes Wissenschaftslehre von 1794 (Pädagogischer Verlag Schwann),Schurr,J 
(1965)Gewißheit und Erziehung - Versuch einer Grundlegung der Erziehungslehre 









































4 2 たとえば、社会哲学者ミード（Mead,G.H. 1863-1931）の問題関心とフィヒテのそれとの
類似性を指摘する論文として、Grindt,H(1981) “Zu J.G.Fichte und G.H.Meads Theorie 










必要性は、Theunissen,M(1977)Der Andere,Walter de Gruyter Berlin New York)において
提起されている。 
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4 4 実働性 Wirksamkeit は、フィヒテの別の文脈では原因性や作用性と訳されることもある
が、この文脈では「身体をそなえた個体としての自我が感覚界で実際に身を動かして、働い
て、ある結果を産み出すこと」（『フィヒテ全集第 6 巻―自然法論』藤澤賢一郎、杉田孝夫、
渡部壮一訳（晢書房、1995 年）、591 頁）と解釈される。 












































































































































































































































5 0 こうした 高原則の変化を「深化」とみる理由は、フィヒテが『基礎』における 高原則
の意味内容を損なうことなく、『新方法』への原則へと取り込んだからである。 




































































































































て』（Ueber die dunkele Seite der Pädagogik, 1812）においては、「教育学が結びつくべ
き哲学は、カントやフィヒテ、シェリング以外の哲学である」（Sämtliche Werke Band3, 
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な視点から考察し、 後の第 4 節においてフィヒテによる真理論の追求
が人間形成の始原への遡及と重なる点について論じる。 
 
第 1 節 転換点としての『知識学の叙述』 
トラウプが「他の時代にはみられないくらいに、フィヒテはベルリン
時代（1800 年からエルランゲンに赴任する 1805 年 4 月まで）に知識学
に没頭した」（Traub 1992:167）というように、無神論論争を経て55、1800
 





















学の講義群である。これらは、1804 年の年明けに開始された全 30 回の
私講義（1 月 17 日火曜 — 3 月 29 日木曜）、春先から開始された全 28 回
の私講義（4 月 16 日月曜 — 6 月 8 日月曜）、年末におこなわれた全 23/24
回の私講義（11 月 5 日月曜 — 12 月 31 日月曜、『知識学 1804』）、という 3
つの時期におこなわれた（山口 2004:723）。いずれもほぼ同じような内
容であると現在ではみなされているが、そのなかでも、二回目の私講義




























































































第 2 節 絶対者への上昇過程 
 『知識学 1804』の構成は、第 1 講から第 3 講までが導入（序説）、第 4
講から第 15 講までが真理論（絶対者へと上昇する過程）、第 16 講から第

























































































































第 3 節 事実性の捨象と真理論 
 第 2 節では、フィヒテの議論が人間形成の観察を出発点としている点
に注目し、『知識学 1804』の動機を解明した。つづけて第 4 講から第 15 講
にかけてはいよいよ本論に突入し、絶対者へと上昇していく過程が描か
れる。その出発点となるのは、序説において見通しが示された絶対的統









絶対的統一 A の分裂 フィヒテによれば、絶対的
統一 A が自己を分裂して現象していく過程を図式
化すると図 1 のようになる。知識学は、この図式
における「A の真下の点」と A の両者の統一に位
置するとされる。私たちは、A のことを絶対的な
統一してとらえているが、理性法則に則ってこれを概念として把握して
いるかぎり、この A は内的に死んでいることになる。そして、「A の真下


























x,  y,  z ・  S ‒ D 




































































それは、図 1 でみたように「統一は、S,D および x,y,z へと一挙に分裂し
なければならず、― 両者（「統一」と「S,D および x,y,z」）は等しく直
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接的であるということ」（SW.X,134、括弧は著者による）を説明しきれて






































































































































































































































































































































































































































































































































































徳教育からみた 1804 年のフィヒテ、シェリング、シュレーゲル - 」（『フ















第 7 号所収、晃洋書房） 
・芝元航平（2006）「『1804 年の知識学（第二講義）』における存在論的証
明について」（『フィヒテ研究』第 14 号所収、晃洋書房） 
・鈴木伸国（2014）「「知識学」1804 年」（長澤邦彦、入江幸男編『フィヒ
テ知識学の全容』晃洋書房所収） 
・橘智朗（2017）「存在の二重の現存在 – フィヒテとヨハネ - 」（『フィ
ヒテ研究』第 25 号所収、晃洋書房） 
・田村一郎（1994）「フィヒテにおける「ヨハネ期」の意味 - 「神」理
解の推移を中心に - 」（『フィヒテ研究』第 2 号所収、晃洋書房） 
・中川明才（2003）「像形成の生に対する関係 – フィヒテにおける哲学
 141 
の適用の問題 - 」（『フィヒテ研究』第 11 号所収、晃洋書房） 
・藤田正勝（1995）「「無神論論争」とカントの「 高善」の理念」（『理想 






集フィヒテ』第 697 号所収、理想社） 





テ』第 655 号所収、理想社） 
・渡邉二郎（1993）「フィヒテにおける光と生命 – 『1804 年の知識学』
研究覚え書き - 」（『フィヒテ研究』創刊号所収、晃洋書房） 
―（1997）「1804 年の『知識学』と現象学」（『フィヒテ研究』第 5 号所収、
晃洋書房） 
 
・Traub,H.(1992)Johann Gottlieb Fichites Populärphilosophie 1804-
1806,frommann-holzboog,S.167 
・Siep,L.(1970)Hegels Fichtekritik und die Wissenschaftslehre von 
1804,Karl Alber GmbH Freiburg/München（邦訳 ジープ（2001）『ヘーゲ
ルのフィヒテ批判と 1804 年の『知識学』』ナカニシヤ出版） 
  
 142 












るべき高等教育施設の演繹的計画』（Deducirter Plan einer zu Berlin 





















II 部第 1 章第 3 節）。 







された。有権者数は 23 人で、過半数をもって当選となるが、 終的に決






















































































１回、1811 年に 2 回、1813 年に１回の計 4 回の講義録が発見されてい
る。なかでも もまとまっているのが 1810 年のものだと後世において評
価されている。 




















































































































































































図 2 藤澤賢一郎『フィヒテ全集 ベルリン大学哲学講義 I』、598 頁より抜粋 
 










































































































 本章に続く第 II 部においては、フィヒテが生前、知識学とは異なり積
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 ここからはじまる第 II 部「超越論的教師論の教育哲学的討究」にお
いては、第 I 部のこれらの諸成果に基づき、フィヒテの超越論的教師論
の教育思想史における現代的意義を論じることを目的とする。ここに本
博論の研究方法上の独自性がある。第 II 部の構成は、第 1 章「教育哲
学研究における超越論的教師論の現代的意義」において、まず教育哲学
研究として超越論的教師論を検討する意義について明らかにした上で、
第 2 章「知識学の原理による教え行為の演繹と基礎づけ」、第 3 章「実
践哲学にみる感性界における教え行為の現実的展開」、第 4 章「学問的
形成を基盤とした学者共同体にみる教師の存在論」においてはフィヒテ
の 3 つの学者論をそれぞれ検討し、 後の第 5 章「西洋教育思想史にお
けるフィヒテ思想の再定置の試み」において超越論的教師論の教育思想
史における位置づけを再考し、本博論の総括を行う。 
























































































































































































































































































































































時代全期を通じて全国各地に 267 の大名家が藩校を設立」（大石 2007:73）し
た。また、江戸時代の代表的な民間の教育機関である寺子屋にも「お師
 



































































































































神聖ローマ帝国においては、1642 年にゴータ敬虔公（Ernst I.,der 
Fromme 1601-1675）によってゴータ学校方策 Gothaische Schulmethodus
が出され、領邦による教育の統制に先鞭をつけた。こうして切り開かれ
た伝統を土台にして、軍人王フリードリヒ・ヴィルヘルム（Friedrich 



































大 人 へ と 成 長 す る こ と が で き た 。 こ れ は い わ ゆ る 正 統 的 周 辺 参 加




























1731）の『ロビンソン・クルーソー』（The Life and Strange Surprising 


















































































































































































































































































































なった。軍人王の在位中に、約 1,600 の学校が新設・再編された。 









そ の 後 、 フ リ ー ド リ ヒ ・ ヴ ィ ル ヘ ル ム ２ 世 （ Friedrich Wilhelm 












































































































































書かれた『蟻の小さな本』（Ameisenbüchlein oder Anweisung zu einer 
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これより前に書かれた『蟹の小さな本』（Krebsbüchlein oder Anweisung 
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第 2 節 家庭教師における教育実践 


































































































































































と に よ っ て 変 容 さ れ な け れ ば な ら な い と 主 張 す る だ け で あ る 」
(SW.VI,292)。 
 


















































































































































全に一致すること、そして― 人間が自己自身と一致しうるために ― 彼
の外なるすべての物が、これについての彼の必然的な実践的概念 ― す
なわち、これらの物がいかにあるべきかを規定するが概念と一致するこ

































































































































































































































































































































































































ところで、『学者の使命 1794』は第 1 講から第 5 講までで構成されている。







































































































































































































・小林信行（2017）「使命論と研究論 - Fr.シュレーゲルとフィヒテ そ
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パ 諸 君 主 か ら の 思 想 の 自 由 の 返 還 要 求 』（ Zurückforderung der 
Denkfreiheit von den Fürsten Europens, die sie bisher 
unterdrückten,1793.以下『思想の自由論』）と、『フランス革命に対する
公衆の判断を是正するための寄与』（Beitrag zur Berichtigung der 
Urtheile des Publicums über die französische Revolution,1793.以下
『フランス革命論』）の記述内容に物言いがついたことを発端とする。















































































































































フィヒテは『エルランゲン大学の内部組織のための考案』（Ideen für die 

























































2 つに区分している。ひとつは「学問の教師 Lehrer der Wissenschaft」

















































































































































































































































者、つまり下級ないし上級の学校の教師 Gelehrten-Erzieher,Lehrer an 
niederen oder höheren Schulen」(SW.VI,417)とよばれる。もうひとつ






































統 治 者 は 「 彼 の 仕 事 を 人 類 に つ い て の 神 的 概 念 と し て 把 握 す る 」
(SW.VI,423)といえる83。 
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第 2 節 学者の使命と世界形成 














































































今 後 、「 こ れ ら の 見 照 者 た ち は 学 者 的 学 問 的 共 同 体  gelehrte und 





















































































































































































































































第 4 節 3 つの学者論における教師の存在論的規定 
 本節においては、『学者の使命 1811』における教師論に、前節までのフ
ィヒテの教師論も加えてフィヒテの超越論的教師論の総括を行う。はじ
めに、第 2 章、第 3 章の成果を確認し、それから本章の考察を重ねて、
フィヒテの超越論的教師論の構造を明らかにするとともに、その教育思
想史的な意義について教育哲学的な考察を行う。 















































































































































 本章は本博論の総括である。第 I 部において知識学における人間形成























































1 0 5 ただし、フィヒテは家族と離れて暮らすことも多くあったので、その教育は妻ヨアンナ
によるところが多かったことを付記しておく。 




























































1 0 7 息子は 1804 年の段階で 8 歳である。自分の息子を観察してそう確信した可能性もある
が、詳細についてはまだ研究が進んでいない。 
108 たとえば、1807 年の段階でフィヒテはペスタロッチの次の著作には目を通していたよう
である。『ゲルトルート児童教育法』（Wie Gertrud ihe Kinder lehrt, ein Versuch den 
Müttern Anleitung su geben, ihre Kinder selbst zu unterrichten, 1801）、『人間本性に
ふさわしい教育方法を伝えるための見解、経験と手段』（Ansichten, Erfahrungen und 































1807）、『母の書』（Buch der Mütter oder Anleitung für Mütter ihre Kinder bemerken 


























































論評』（Recension des Anesidemus,oder über die Fundamente der von 























































































































































































の 内 心 の 正 し さ は 、「 あ ら ゆ る 徳 の 母 Mutter aller Tugenden 」
（SW.VIII,359）である。 



























1807 年の 12 月から『告ぐ』の講義を、『現代の根本特徴』（Die Grundzüge 







1 1 4 この建白書についてはバイメに上梓されたが、採用されなかった。正式名称は『ベルリ
ンに設立予定の高等教育施設の演繹的プラン』（Deducirter Plan einer zu Berlin zu 
errichtenden höheren Lehranstalt）とされ、フィヒテの死後、1817 年にコッタ書店から第
1 版が出版されている。 













































い る こ と に 不 満 を も っ て い た こ と を 『 眠 れ ぬ 夜 の 断 想 』（ Zufällge 




















































































・『ゲルトルート児童教育法』（Wie Gertrud ihe Kinder lehrt, ein 
Versuch den Müttern Anleitung su geben, ihre Kinder selbst zu 
unterrichten, 1801） 
 





（『フィヒテ全集 補巻 フィヒテの生涯』所収、隈元忠敬／井戸慶治訳、晢書房、100 頁）） 
 309 
・『人間本性にふさわしい教育方法を伝えるための見解、経験と手段』
（Ansichten, Erfahrungen und Mittel zur Beförderung einer der 
Menschennatur angemessenen Erziehungsweise, 1807） 
・『母の書』（Buch der Mütter oder Anleitung für Mütter ihre Kinder 























































1 1 8 フィヒテは初期の政治的著作における発言内容から、ジャコバン派とのあらぬ関係を疑






























































































































































育（die Erziehung zur wahren Religion）」（SW.VII,298）が新しい教育
 





















































































































































































































































































































































1807 年 12 月から翌年にかけてベルリン科学アカデミーで行なった講演










さらに彼はベルリン大学設立計画（Deduzirter Plan einer zu 
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本博論の構成は、第 I 部において知識学（哲学的著作）を、第 II 部に































































































































































序章 全体の構成と展開 - フィヒテの教育哲学研究の意義 - 
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・「フィヒテにおける「自由」の人間形成論的意義」教育思想第 27 号、
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育哲学研究 85 号、76-92 頁、2002 年 
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教育論との接点」青森中央学院大学地域マネジメント研究所紀要第 14
号、9-28 頁、2018 年 
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